
238月 日日
2026年

主催：大阪大学感染症総合教育研究拠点
共催：大阪公立大学 大阪国際感染症研究センター
      大阪健康安全基盤研究所
後援：大阪府 

foster@cider.osaka-u.ac.jp

10：00～16：00

定員６０名

Osaka Infectious Disease Summer Seminar

上記QRコードまたは下記URLよりお申込みください。

※定員に達し次第受付を終了します。

申し込み・詳細はこちら
大阪大学中之島センター１０階 佐治敬三メモリアルホール

 受講料無料・要申込 

問い合わせ：CiDER人材育成部門

対象：臨床感染症の初学者
（医学生、初期研修医、若手医師、薬剤師、
                     臨床検査技師、看護師）

          経験豊富な感染症
    専門医が講師・ファシリテー
  ターとなり、将来の感染症を担
 う医療従事者の育成を目的とし
 たセミナーです。
    医師・医学生だけでなく、
  看護師、薬剤師、臨床検査技師
    の皆さんもぜひご参加くだ
          さい。

10：00 - 10：05｜

10：05 - 10：10｜

10：10 - 10：40｜

開会の挨拶 忽那 賢志 (大阪大学感染症総合教育研究拠点）

Ice Breaking 山本 舜悟 (大阪大学感染症総合教育研究拠点）

「臨床検査を補完する「見えない動向」の可視化：
 パンデミックからAMRまでを捉える下水サーベイランスの可能性」

濱口 重人 (大阪健康安全基盤研究所）

10：40 - 10：50｜休憩

11：50 - 13：00｜昼食・ランチョンセミナー

12：00-12：30

10：50 - 11：50｜症例検討①

「Gram染色を感染症診療どう活かすのか」

山本 剛 (大阪大学感染症総合教育研究拠点）

13：00 - 14：00｜症例検討②

14：10 - 14：40｜「性感染症外来診療 -虎の巻-」

小西 啓司 (大阪医療センター）

14：00 - 14：10｜休憩

14：40 - 14：50｜休憩

14：50 - 15：50｜症例検討③

15：50 - 16：00｜閉会の挨拶

チームで
病名を探り出そう！

https://forms.gle/2nwJwF3WihFTtrMY7


